On the Position Preestimation of moving Object in Ball Games by Yamane, Shigeyuki
動 体 予 測 に つ い て
On thc Position Prccstimadon ofヽToving





























男 子    12
4年 6年    合計
21          25          56















実験2, 5を実施 しながら階上より16血mで撮映し,ボー ルが当ったか,またあたらなかった場
合の誤差をフイルムを用いて調べる。使用ボール円周54Cmの教育用テキストである。
なお全実験 1人につき5回の試技を実施し,その平均値を各個人の得点とした。




















転がしたボールが少 しでも静体にあたちたら誤差0, 当らなかった場合それぞれ何 Cm離れて
いたかを求め,各学年別の平均を示すと表2の通りである。




年になるに従って誤差が少くなり2-4年間にP<0. 1 2る。15  7.
01で有意差がみられるが,4-6年間にはみられない。 4  1   6。
男女を比べてみると, 4年で男女間の有意差はみら |_
れなかったが, 2年で1%, 6年で5%のLevelで有 | る 1 5・59 5.




















































































































































2mねらいでは4年男子, 6年男子を除いて (―)が多くみられる。4mねらいでは, 2mねら4


















































































(―)が多 くなる (6年男子,女子を除く)。 このことは4mねらいになると一層の動体予測が必
要であることを意味する。その点6年男女は4mねらいでも可成りの動体予測がなされている。
以 上
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